
 

 

介護保険法第五十一条の三第二項第二号に規定する居住費の負担限度額及び同法第六十一

条の三第二項第二号に規定する滞在費の負担限度額の一部を改正する告示案に関する意見

募集に対して寄せられた御意見について 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 1 3 日 

厚生労働省老健局介護保険計画課 

 

介護保険法第五十一条の三第二項第二号に規定する居住費の負担限度額及び同法第六十

一条の三第二項第二号に規定する滞在費の負担限度額の一部を改正する告示案について、

令和８年１月21日から令和８年２月20日まで御意見を募集したところ、３件の御意見をい

ただきました。 

お寄せいただいた御意見とそれに対する考え方について以下の通りまとめましたので公

表いたします。 

皆様の御協力に深く御礼申し上げるとともに、今後とも厚生労働行政の推進に御協力い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

案に対する御意見 

 

御意見に対する厚生労働省の考え方 

告示案に反対します。居住費・滞在費の

負担限度額引き上げは、低所得高齢者の生

活を圧迫し、格差拡大を招く恐れがありま

す。 

本見直しは、令和７年12月の社会保障審

議会介護保険部会の意見書に基づき、能力

に応じた負担とする観点から精緻化し、所

得段階間の均衡を図ることが必要であると

されたため、一部の施設入所者について、

居住費の負担限度額を見直すものである。

見直しに当たっては、見直しの趣旨や内容

について、丁寧に周知広報を行ってまいり

たい。 

 

※上記のほか、２件の今回の意見募集の対象でない御意見をいただきました。 


